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論    文    の    要    旨 
 
 本論文は、生成言語学が問題とする言語の普遍性と多様性のうち、多様性に関してその説明原理を求






















（Separation Hypothesis）に沿っていること、つまり、意味と音韻具現形式が 1対 1対応になってい
るわけではなく、それらの関係は独立していると考える理論であることが明記されている。また、「優
先」という考え方に見て取れるように、最適性理論と関連があることも明確に述べられている。 
















えば、英語の発話行為マーカーの I tell youに相当する日本語表現は拘束形の終助詞「よ」であるとさ
れるが、このことは、英語では挿入句として、日本語では語を構成する拘束形態素として具現すると考
えることで説明している。さらには、編入（incorporation）と合成（conflation）の対立も競合理論で















 特筆すべき点は、Ackema and Neeleman (2004)の競合理論に基づき言語の多様性の問題に取り組ん
だところである。競合理論では言語を統語具現優先言語と形態具現優先言語の二つに分けるのだが、本
論文では、前者の代表として英語を、後者の代表として日本語をとりあげ、タイプの異なる両言語を詳























平成 28年 1月 22日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著
者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10 条（１）に該当することから免除し、審議の結
果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
